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　6月27日、フラッテンホールで南山大学後援会定例
評議員会を開催しました。南山大学後援会は在学生
の保護者によって組織されており、当日は理事・評議員
に就任されている役員の皆様のうち159名の方にご
出席いただきました。
　議事においては、（1）2025年度事業報告および決
算報告について、（2）役員の選任について、（3）2026
年度事業計画（案）および予算（案）について審議・承
認され、2026年度は10月3日（土）に第54回 南山大

　2021年4月から皆様にお願いして参りました「南山大学創立75周年記念募金」は、2026
年3月31日をもちまして終了いたしました。
　同窓生の皆様、在学生保証人の皆様、企業の皆様をはじめ、本学教職員等を含む多くの
方 よ々り温かいご支援を賜り、総額70,959,648円のご寄附をお寄せいただきました。皆様か
らのご厚志に心より御礼申し上げます。
　賜りましたご厚志は、2021年度から2025年度にかけて推進した「ライネルス中央図書館
構想」の実現の一環として、図書館リニューアル事業に有効活用させていただきました。本学
は、今年度、創立80周年を迎えます。教育モットーとして掲げる「人間の尊厳のために」のもと
に、来る創立100周年を見据え、教育・研究活動のさらなる充実と、より良い社会の実現に向
けて歩みを進めて参ります。
　今後とも、本学への変わらぬご理解とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

学教育研究懇談会（旧：保護者の集い）を大学と共
催することが決定されました。
　また、本評議員会をもって理事長を退
任される磯崎公一様に、キサラ学長から
感謝状と記念盾が贈呈されました。新理
事長には森圭三様が就任されました。

　7月22日、ホテル名古屋ガーデンパレスで、南山
大学友の会評議員会・総会を開催しました。友の会
は南山大学をご支援いただいている一般および法
人会員によって組織されており、本年7月1日現在の
会員数は一般会員94名、法人会員117法人となっ
ています。
　総会では、(1)2025年度事業報告および決算報
告、(2)2026年度事業計画（案）および予算（案）に
ついて審議され、それぞれ承認されました。議事終了
後、今年度の友の会給付奨学金を受給する外国人
留学生および日本人の派遣留学奨学生も参加させ
ていただき、大原康之友の会会長より奨学生採用

通知書が授与されました。
　今回は友の会創立75周年を記念して、「近代日
本の海外体験ー明治と昭和ー」と題して、本学経
営学部中島裕喜教授による講演会を行いました。
その後の懇親会では、奨学生と友の会会員の皆様
との間で積極的な
交流が図られ、友
の会会員の皆様よ
り多くの温かい励
ましのお言葉を頂
戴しました。

■ 後援会定例評議員会

後援会収支計算書および予算書 （単位：円）

科目 2026年度予算

前期繰越金

入会金

会費

合計
教育・研究活動等支援援助金

　　留学生支援活動援助費

　　教育研究図書援助費

　　履修関係費

　　広報活動援助費

　　課外活動援助費

　　就職指導活動費

　　学食援助企画

後援会活動費

　　教育研究懇談会

　　就職活動援助費

　　広報費

　　事務費

課外活動援助基金積立

予備費

次期繰越金

合計

2025年度決算
収
入
の
部

支
出
の
部

後援会貸借対照表

《基金内訳》

2026年3月31日現在（単位：円）

（単位：円）

借 　方 貸　 方
課外活動援助基金
事故対策基金
次期繰越金
合計

104,711,672

104,711,672

預 金

合計

55,724,604

41,184,063

7,803,005

104,711,672

課外活動援助基金 事故対策基金
前期繰越金
当年度積立金
当年度取崩金
合計

前期繰越金
当年度積立金

合計

41,184,063

0

41,184,063

51,724,604

 4,000,000

0

55,724,604

後援会Webページ
https://www.nanzan-u.ac.jp/Menu/kouenkai/

■ 新任用教員紹介
2026年9月1日付

●外国語学部   
講師 髙内 悠貴
●国際センター   
特別任用講師 中道 有美
特別任用講師  HOU, Tingyu
●外国人留学生別科   
語学講師(別科L.I.) 猪狩 英美
語学講師(別科L.I.) 梅本 佳子
●社会倫理研究所編集員
助教 西本 優樹

2026年9月20日付

●経済学部   
教授 前林 紀孝
2026年7月31日付

●国際センター   
特別任用講師 藤本 純子
2026年5月31日付

●外国人留学生別科   
語学講師（別科L.I.） 小西 知代

■ 退職

7,803,005

2,249,000

190,530,000

200,582,005
178,000,000

(48,000,000)

(60,000,000)

(15,000,000)

(5,000,000)

(33,000,000)

(11,000,000)

(6,000,000)

12,800,000

(2,500,000)

(1,200,000)

(7,800,000)

(1,300,000)

4,000,000

400,000

5,382,005

200,582,005

9,612,075

2,511,000

189,940,000

202,063,075
179,000,000

(43,800,000)

(78,300,000)

(15,000,000)

(5,000,000)

(28,600,000)

(8,300,000)

(0)

11,260,070

(1,998,646)

(1,200,000)

(7,114,195)

(947, 229)

4,000,000

0

7,803,005

202,063,075
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■ 友の会評議員会・総会

南山大学友の会会員募集中
　南山大学の教育・研究活動にご支援いただけ
る一般および法人会員を募集しております。
［年会費］一般会員 1口 10,000円  
　　　　 法人会員 1口 50,000円
※何口でもお申込みいただけます。

友の会Webページ
https://www.nanzan-u.ac.jp/tomonokai/

特集 上南戦
10年ぶりの単独総合優勝

第5回 南山大学
「人間の尊厳賞」

■ 寄附者ご芳名

■ 南山大学創立75周年記念募金終了のお礼

「南山大学教育研究支援」へのご協力に
感謝いたします。

宗教法人カトリック神言修道会 
代表役員 サンティアゴ・エドガルド・ジュニア・ラアガス様

株式会社極東精機
代表取締役  北 野　毅様

南山大学同窓会
会長  松 岳大樹様

後藤　悟様

「南山大学創立75周年記念募金」への
ご協力に感謝いたします。

神 谷 信 賢 様
下別府順一 様
中 村 和 夫 様

寺 澤 種 雄 様

「『ほまれはここに我が南山』学生応援募金」
へのご協力に感謝いたします。

道之前好隆 様
松 本 恭 一 様

匿名ご希望者
1名様

匿名ご希望者
4名様

匿名ご希望者
1名様

松 本 恭 一 様

「南山大学博士後期課程奨学支援募金」へ
のご協力に感謝いたします。

匿名ご希望者1名様

「南山宗教文化研究所の研究員奨励基金」
へのご協力に感謝いたします。



復活
「勝利の拍手」!!

小柴稜貴　
（外国語学部ドイツ学科
3年）

第67回上南戦実行委員長
所属　応援団リーダー部　

　押忍。今年も上南戦
が行われました。今年は
第67回大会で、名古屋
開催でありました。南山
大学体育会は2016年
の第57回大会から10
年ぶりとなる単独総合
優勝をかけた戦いに挑
みました。前哨戦で4点
のリードをつけた本学
はその勢いを落とすこ
となく、本戦の三日間を

勇猛果敢に駆け抜け、最終的に19対16で悲願の
単独総合優勝を手にすることができました。その様
はまさにスローガン『飛翔南山』を体現したもので
ありました。
　また、実行委員長として、多くの関係者の方とお会
いする機会に恵まれました。本学体育会学生や、教
職員の皆様、また、最高の好敵手である上智大学の
皆様、それぞれが上南戦に熱い思いをもって挑んで
いると感じました。この様な伝統と愛の一戦の歴史
の一部になれたことを心から嬉しく思います。
　来年は四谷で上南戦が行われます。飛翔を達成
した本学が来年もまた、勝利を掴めるよう、日々 邁
進したいと考えております。押忍。

解団式
7月8日、フラッテンホール
にて解団式を行いました。
学長からは「『飛翔南山』
というスローガンの通り、
力を尽くして大きく飛躍
し、10年ぶりに優勝旗、
優勝トロフィーを獲得す
ることができ、皆さんの戦
いの成果を誇りに思って
います。」と選手たちの健
闘をたたえる言葉が贈ら
れ、体育会運営委員会委
員長の服部さんから学長
へ校旗が返還されました。

上南戦で南山大学の勝利を祝う伝統
の演舞「勝利の拍手」。精神力と忍耐
力が求められる難易度の高い演舞で
すが、10年ぶりに披露することができ
ました！

総合優勝の喜びを分かち合う恒例行事「プールの
儀」。教員と学生2人が、優勝の喜びとともに勢いよ
くプールへダイブしました！

閉会式

プールの儀

YAMAZATO60+
「第67回上南戦 特別企画」
10年ぶりの単独総優勝、その熱狂と記憶

YAMAZATO60+
「第67回上南戦 特別企画」
10年ぶりの単独総優勝、その熱狂と記憶

特設サイトはこちら特設サイトはこちら

7月5日フラッテンホール
にて閉会式を行いまし
た。上南戦実行委員会
委員長小柴さんの競技
終了宣言のあと、成績が
発表され両大学各応援
団のエール交換も行わ
れました。

オープニング
ゲーム

実行委員長の優勝コメント

両大学チアリーダー部
のアトラクションで会場
の熱気は最高潮に。両
学長の始球式のあと、ハ
ンドボール部の試合が
行われました。白熱した
対戦となりましたが、
チーム一丸となった南
山大学が見事勝利をお
さめました。

開会式
祈念ミサに続き行われた
開会式では、両学長の挨
拶や選手宣誓が執り行
われました。緊張感のあ
る雰囲気の中で、南山・
上智の選手一同がいよ
いよ始まる試合に向けて
気を引き締めました。

祈念ミサ
大会初日の7月3日、神言
神学院大聖堂にて祈念
ミサを行いました。厳粛
な雰囲気の中、心を一つ
にし、上南戦を開催でき
ることに感謝し、両大学
の発展に貢献できるよう
に皆で祈りました。

結団式
6月24日、フラッテンホー
ルにて結団式が行われ
ました。上南戦に出場す
る体育会クラブが参加
し、開催が迫る上南戦に
向け、打倒上智大学の
気持ちを新たにしまし
た。

調印式
6月13日、南山大学で上
南戦調印式を開催しまし
た。公式戦ルール等を確
認し、調印を実施。今年
度はWBGT（暑さ指数）を
活用した熱中症対策運
用基準に基づいた各競
技のルールも新たに作成
されました。開催校とし
て、上智大学の先生方や
学生役員の皆様を名古
屋にお迎えし、和やかに
式典を執り行いました。



当日の模様はこちらからご視聴いただけます

取材後記

　講演会を舞台袖で拝聴し、松浦様のお
言葉一つひとつが心に響き強い感銘を受
けました。難民救済の「現場の生の声」を聴
くことができ、今、多くの方々が知りたい情
報をSNSなどではなく直接得られたことで、
講演を聴いた誰もが心動かされたのではな
いかと思います。
 「人間の尊厳とは何かを思うとき、私が大
事にされているように、私が愛されているよ
うに、その人も私と同じように人間らしさが
認められるはずです。その人を敬う私たちに
は実践の訓練が必要かもしれない。やりが
いがある努力であり関わり甲斐がある努力
だと思います。」松浦様のお話に胸が熱くな
りました。

司会を務めた
人文学部 
日本文化学科4年
原田春佳さん

キサラ学長から表彰盾を授与

松岳同窓会長から目録を授与

表彰式、記念講演会を挙行

　第5回表彰式・記念講演会を、2026年5月
23日に、南山大学フラッテンホールにて開催し
ました。来賓、学生、学内教職員、250名近くの
一般参加者の方々が出席し、盛大な式となり
ました。
　表彰式では、キサラ学長式辞の後、学長よ
り松浦ビスカルド篤子氏に表彰盾が授与さ
れました。続いて、本賞の後援である南山大学
同窓会 松岳大樹同窓会会長より松浦氏に
副賞賞金の目録が手渡された後、松浦氏に
ご講演いただきました。講演テーマは「難民と
の出会いによって示された人間の尊厳」。要
旨を以下に記します。

講演要旨

　1986年に南山大学文学部神学科を卒
業した私にとって、40年の節目に母校からこの
ような賞をいただけることは大変意義深いもの
です。在学中から建学の精神である「人間の
尊厳のために」というモットーに惹かれつつも、

当時はその定義がわかりませんでした。しかし
卒業後、社会で人間の尊厳を蔑ろにする人
や場面に出会うたびに怒りや悲しみが湧き、そ
の意味を常に考えさせられてきました。本題の
前に象徴的な出来事を紹介します。私はある
刑事裁判を傍聴しました。手錠と腰縄をつけ
られた被告人が退廷する際、刑務官に資料
とコーラン（イスラム教の聖典）をぞんざいに扱
われ、「私は人間ですよ。私にはディグニティ
（尊厳）がある。リスペクトしてください」と叫ぶよ
うに言いました。この言葉を本日の講演「難民
との出会いによって示された人間の尊厳」の
核心に据えたいと思います。
　私はカトリック大阪高松大司教区の活動
組織「シナピス」の副センター長を務めていま
す。2002年に発足したシナピスは、ラテン語で
「からし種」を意味し、「谷間に置かれた人々

の心を生きる」をテーマに、平和を願う人 を々
つなぐネットワークです。日の当たらない人々、
特に日本で路頭に迷い入国管理局などから
助けを求める外国籍の人々からの相談が数
多く寄せられます。私たちは日本の法制度の
保護の外に置かれた人 を々保護の中に入れ
るため、弁護士や医療ケースワーカーと協力
し支援を行っています。30年前、前身の活動
で司祭たちが体を張り、暴力団の脅迫から
フィリピンやタイの女性たちを救出した姿に私
は衝撃を受け、口先だけでなく行動で尊厳を
守る姿勢を体得しました。2015年の戦後最
大の人身取引事件「岐阜事件」では、自力
で逃れてきた被害者15名をシェルターで保
護しました。素人集団ゆえの失敗や、自立を
急かすあまり孤立を生んでしまった反省を重
ねながらも、飛び込んでくる人 に々寄り添い続
けています。
　さらに近年は、よりスケールの大きな「難民
支援」への関与を求められています。1999年
にアフガン難民に出会って以降、ビルマやアフ
リカ等からも多くの難民申請者が訪れるように
なり、2005年には西日本難民支援弁護団を
結成しました。難民の人々は過酷な迫害によ
るトラウマを抱えており、記憶が曖昧なことも多
いため、私たちは丁寧な聞き取りや各国の客
観的情報の収集による立証活動を行ってい
ます。2021年の米軍アフガニスタン完全撤退
時には、現地からの悲痛なSOSを受け、外務
省や法務省にしつこく掛け合いました。その際、

私たちが身元
保証や生活費
の面倒を見ると
いう「具体的な
代替案」を示す
ことで政府を動
かし、2022年の

133人の難民一斉認定という快挙へつなげる
ことができました。今、日本社会は排除や分断
の逆風が吹き荒れていますが、「外国人が暮
らしやすい社会は日本人にも暮らしやすい」と
いう信念のもと、今後も一人ひとりの生きる価
値と人間の尊厳を認め合える社会を目指し、
向き合い続けてまいります。

質疑応答

会場で寄せられたご質問の中から一部
をご紹介します。

質問1：仕事や学校と両立できる、最も身
近な難民への支援や具体的な行動には
どのようなものがありますか。
回答
まずはSNSやインターネット上に飛び交う難民

への誹謗中傷に対し、安易に
「いいね」をしないことです。また、
友人との会話の中でネガティブな
噂や誤解が出た際、「よくファクト
チェックをしよう」と言えるような、
社会の波に流されず立ち止まる
勇気と訓練を日々 重ねてほしいと
思います。

質問2：ウクライナ避難民の受け入れに対
する国民の反応は様 で々すが、活動を通じ
て国へさらに積極的に訴えたい要望は何
ですか。
回答
要望は2点あります。1点目は「初期の生活保
障」です。ウクライナ避難民には速やかに一時
金や住居が提供されましたが、これを他の国
からの難民申請者にも同様に適用すべきで
す。困窮による路上生活を防ぐため、行政によ
る衣食住の保障を求めます。2点目は「制度
のあり方」です。諸外国では難民保護の調査
を先行させますが、日本は密航や偽造パス
ポートといった「違反調査」が先行し、退去強
制令書が先に出てしまいます。国際スタンダー
ドに合わせ、違反調査の前にまず難民調査を
先行させるよう、国に心から要望します。

第5回南山大学 
「人間の尊厳賞」
松浦 ビスカルド 篤子氏 受賞

Nanzan AIDは、名古屋市にて、
地域との持続的な関係づくりを目
指すNanzanAID地域活性プロ
ジェクトという企画を行います。そ
れに伴い地域の祭りでの出店や、
地域の学生との交流などを通して
南山大学の知名度を上げ、地域活
性につなげることを目指します。

学生たちの活動が始まる！
南山チャレンジプロジェクト2026採択団体

Nanzan AID

申請テーマ：南山大学と近隣地域の繋がりを深める取り組み

私達UniVoは生理用品の学内常設
と啓発活動を通じ、女性支援の土台を
築きます。主要トイレに衛生管理を徹
底したボックスを設置し、利用実態を
データ化。根拠に基づいた大学への提
言により、持続可能な支援体制の構築
を目指します。SNSやメディア発信も積
極的に行い、生理の貧困等の課題解
決と意識向上に寄与します。

UniVo

申請テーマ：大学内でのボランティア活動を活性化する取り組み

私たち「がくそん」は、南山大学
生向けのWebサイトとメディアサ
イトを企画・運営する学生団体で
す。3,500人以上が利用するポー
タルサイトの運営に加え、学内外
の団体や企業と連携しながら、学
生生活に役立つ情報やボランティ
ア、イベントなどの機会を発信して
います。

がくそん

申請テーマ：大学内でのボランティア活動を活性化する取り組み

南山大学漕艇部では、競技の魅力発信
と発展を目的として、学内エルゴリレーの
開催を計画しています。本企画では、エル
ゴメーターを用いたリレー形式を行い、未
経験者でも安全かつ気軽に参加できる
機会をつくることを目指します。学生や教
職員が交流しながら競技を体験できる場
を設けることで、漕艇競技の魅力を広く伝
えるとともに、学内スポーツ文化の活性化
につなげていくことを目的としています。

漕艇部

申請テーマ：大学内でのボランティア活動を活性化する取り組み

学生団体ECHOは、南山大学の
キャンパスおよび周辺地域を対象
に、環境保全と魅力発信を目的とし
た活動を行います。内容は、清掃活
動によるごみの回収と、回収量・種
類・場所の記録、ならびに季節ごと
の自然観察です。年度末には、それ
らをもとに「南山エコキャンパスマッ
プ」を制作し、オンラインで公開する
ことで、南山大学の環境への取り組
みやキャンパスの魅力を学内外へ広
く発信します。

学生団体ECHO

申請テーマ：南山大学と周辺地域のつながりを深める取り組み　

「南山チャレンジプロジェクト」は学生
による学内を活性化する企画や地域
との交流、国際交流などを推進する取
り組みを大学として支援し、学生の成
長につながる多様な機会を創出する
ことを目的としています。



キャリア支援課
プログラム紹介

※その他、UIターンガイダンスや就活×留学コラボイベント、資格業ガイダンスを実施します。
※就職相談は随時受け付けています。

学内企業説明会
〈業界・仕事研究〉11月～12月

各業界を代表する企業から講師をお招
きし、各業界の現状や今後の方向性等
についてお話を伺います。

就職支援プログラム（2028年3月卒業予定者対象）

選考対策10月 人事担当から直接聞けるES・面接対策講座

就職対策講座【文理共通】
「筆記試験対策」「自己分析・ESの書き方」
「志望動機」「業界研究」「面接対策」など

10月 テーマ毎に就職活動に役立つ講座を実施
します。

面接対策12月 グループ面接ワークショップ

学内企業説明会 〈本選考直前〉
[2025年度実績：文系・理系180社]2月 南山大生を対象とした企業説明会を開

催。優良企業が多数参加します。

第3クォーター以降のキャリア支援課プログラム紹介

卒業後の進路が決まった学生の皆様　
「進路届」提出のお願い

　6月20日、「第15回南山大学卒業生キャリア・アドバイザーと
在学生との交流会」を実施しました。当日は、様 な々業界でご活
躍されているキャリア・アドバイザー（本学卒業生）20名にお越
しいただきました。参加した学生からは、「企業説明会では聞け
ないリアルな話を聞けて良かった」「親身になって相談に乗って
いただき、不安が解消された」などの感想があり、満足度の高
い会となりました。
 次回は12月5日にオ
ンラインでの開催を予
定していますので、ぜ
ひご参加ください。

卒業後の進路が決まった皆様に「進路届」の提出をお願いしています。PORTAの
アンケートもしくはキャリア支援課窓口にて「進路届」を提出してください。

第15回南山大学卒業生キャリア・
アドバイザーと在学生との交流会

　キャリア支援課では、キャリアサポートの一環として全学年の学生を対
象にキャリア面談（予約制）を実施しています。今後のキャリア形成におい
て、進路で迷った時や就職活動で困ったことなどがあれば、気軽にキャリ
ア面談を利用してください。経験豊富なキャリアカウンセラーやスタッフ
が、疑問や不安を一緒に解消します。

キャリア面談のご案内

▲昨年の南山祭の様子

2026.10.31-11.2

大学祭「南山祭」
2026.10.25

　10月25日（日）「受験生と保護者のための入試説明
会」を開催します。これは、本学の一般入試、全学統一
入試、共通テスト利用入試の受験予定者とその保護者
を対象としたイベントで、当日は入試説明や、個別相談
などを実施します。また、一部企画にはオンラインで参
加いただくことも可能です。
詳細は大学公式Webページ「受験生の皆様」をご覧ください。

受験生と保護者のための入試説明会
　10月31日（土）から11月2日（月）までの3日間、
大学祭「南山祭」を開催します。
 今年のテーマは「結（むすび）」。このテーマには
「今年度の大学祭が出会いや絆、一人ひとりの想
いを結ぶ思い出となるように」という思いが込めら
れています。
　課外活動団体によるステージ企画や模擬店、
ゼミによる活動内容の展示・発表などさまざまな
企画をご用意しています。

▲交流会の様子

（左）キサラ学長、
（右）韓国国立警察大学
　　Kijong Kim
　　警察大学長職務代理

第3回就職ガイダンス【文理別】12月 就職活動直前総まとめ講座

※ここでいう進路とは、就職／大学院・他大学への進学／一時的な仕事（非常勤講師、アルバイトなど）／その
他（専門学校、教員・公務員・資格試験などの再受験、留学、就職活動の継続）など全ての進路が含まれます。

韓国国立警察大学と
学術交流協定締結式を開催

名古屋工業大学との包括連携協定締結式を開催

　5月27日、韓国国立警察大学を訪問し、学術交流協定
の締結式を行いました。
　今回の協定締結により、両大学の連携をさらに発展さ
せるとともに、教育・研究の両面における学術交流の一層
の促進が期待されます。今後は、学生・教職員の交流や共
同研究など、さまざまな分野での協力を通じて、両大学の
連携をより深めていく予定です。
　締結式では、今後の交流への期待が述べられ、両大学
の友好関係をさらに発展させていくことを確認しました。

理工学部の学生がマウンテンバイクの
全日本・アジア選手権でダブル優勝

　理工学部機械システム工学科1年生の土屋聖眞さんが、6月6日・7日に岐阜県郡上市
のウイングヒルズ白鳥リゾートで開催された「第39回全日本自転車競技選手権大会」に
おいて、マウンテンバイク・ダウンヒル（DHI）男子エリートクラスで優勝し、全日本チャンピ
オンに輝きました。
　さらに、日本代表として6月23日～27日にウズベキスタン・タシュ
ケントで開催された「2026 MTBアジア選手権大会」に出場し、ダ
ウンヒル男子ジュニアでも優勝。全日本選手権に続き、アジアの舞
台でも頂点に立つ快挙を成し遂げました。国内外の大会で優れ
た成績を収めた土屋さん。今後のさらなる飛躍が期待されます。

南山大学キャンパス見学ツアー＆
フィールドトリップを開催

　8月4日～6日、特別協定校・包括協定校の高校生を対象
に、「南山大学キャンパス見学ツアー＆フィールドトリップ」を
開催しました。今年度より新たに始まった本イベントでは、
環境・自然に関する模擬授業や南山大生によるキャンパス
ツアー、懇親会に加え、本学のオフィシャルパートナーであ
るジブリパークへのフィールドトリップを実施しました。
　南山大生や留学生との交流を通して、本学の学びや学
生生活、国際色豊かなキャンパスの魅力を体験してもらい
ました。　　　　　　　

　7月30日、教育・研究および地域社会との共創を推進す
るため、名古屋工業大学と包括的な連携協定を締結しま
した。両大学がともに名古屋市昭和区にキャンパスを構え
る地理的な利点も生かし、人文・社会科学分野の深い学
術的知見と、理工系分野における実践的な教育・研究力
を融合することで、複雑化・多様化する社会課題に対し、
分野を超えて解決策を考え、社会に実装できる人材の育
成を目指します。なお、本連携の一環として、2026年12月
12日（土）に「N×N社会共創フォーラム2026」の開催を
予定しています。

「受験生の皆様」Webページ https://www.nanzan-u.ac.jp/admission/

NANZAN Ignition Pitch 夏の陣
本学は日本最大級のオープンイノベーション拠点であるSTATION Ai（名古屋市
鶴舞）に入居しており、様 な々イベントを開催しています。昨年度に引き続き、8月5日
に、STATION Aiにおいて「NANZAN Ignition Pitch 夏の陣」を開催しました。夏の陣
では、学生個人やグループ総勢28名が本学で取り組んできたことや研究成果など
をアイデアピッチ形式で発表しました。参加者同士の
質疑応答に加え、企業関係者や教授陣からのフィード
バックにより、新たな価値観と出会い、視野が広がった
学生も多かったようです。次回は、12月23日（水）に
「NANZAN Ignition Pitch 冬の陣」を開催予定です。

2026.8.5

夏休み水泳教室
8月3日から5日までの3日間、南山大学室内プールでの夏の恒例行事「夏休み水
泳教室」を開催しました。
この教室は、小・中学生を対象に本学水泳部の学
生が泳ぎ方を教える毎年人気の教室で、今年の参加
者は79名でした。3種類のコースから希望コースを選
択して泳力別に分けられたグループごとに練習を行
い、たくさんの受講者の方に水泳を楽しんでいただき
ました。

2026.8.3-8.5

年長児・小・中学生向け講座「大学で、未来の自分を探してみよう！」
8月3日から27日、9月26日にかけて、南山大学の知的財産を地域に還元する

ことを目的に、年長児、小学生（4～6年生）、中学生を対象とした全9講座を開講
しました。
今年は人類学博物館を会場に新たに年長児向け

の講座を企画し、子どもたちが展示資料に触れなが
ら、楽しそうに学ぶ姿が見られました。大学ならでは
の学びに触れ、生き生きとした表情で講座を楽しむ
子どもたちの姿が印象的でした。

 2026. 8.3-8.27,9.26 

オープンキャンパス
今年度のオープンキャンパスを、7月18日、19日に開催しました。
5月19日から開設した特設ページでは当日の企画紹介だけでなく、入試概要、留
学制度、就職・キャリアサポート、各学部紹介など動画による大学紹介も行いました。
オープンキャンパス当日は、各学科の教員による模擬授業や学科説明会をはじ
め、各学部の学びや入試、奨学金、留学、就職
などについての個別相談、学科・学生による企
画、キャンパスツアーなどを実施しました。
どの企画も盛況で、2日間で12,500人を超え

る方にご参加いただきました。

2026.7.18-7.19

7月20日、南山ゆかたフェスを開催しました。ゆかたフェス
は、2017年から毎年開催しており、今年で10年目を迎えまし
た。浴衣を着て大学で一日過ごすことで、学生と教職員同士
の交流や、日本文化の発信を図る目的としています。当日は、
多くの浴衣姿の学生、教職員が見られ、南山ゆかたフェス実
行委員会によるラムネの販売やコアグループと有志団体に
よる縁日イベントも行われました。

▲（左）キサラ学長
　（右）Cheng-hau Peng副学長

協定校である台湾・輔仁大学から、Cheng-hau Peng（彭正浩）副学長が来学され、キサラ学長を表敬
訪問されました。11月に輔仁大学にて開催される第1回アジア太平洋地域カトリック大学スポーツ大会に
ついて話し合うとともに、両大学の交流の更なる深化について意見を交換しました。

2026.5.22

左から
南山大学 岡田副学長、
キサラ学長、
名古屋工業大学 小畑学長、
井門理事・副学長

▲

▲

南山ゆかたフェス
×

松坂屋コラボ
ファッションショー

　7月12日に
松坂屋オルガ
ン広場にてゆ
かたフェス実

行委員会とバンタンデザイン
研究所の学生がファッション
ショーを開催しました。 
　モデルも本学学生が務め、
学生ならではの浴衣の着こな
しにより現代風にアレンジした
新しい日本文化のあり方を提
案しました。

　今年度の南山ゆかたフェスでは、浴衣の着付け・ヘア
セットや縁日企画などの従来の企画に加え、新たな取り
組みとして他団体によるブース出店を実施しました。他団
体との連携によって企画の幅が広がり、より多くの来場
者の皆様に日本文化の魅力を楽しんでいただくことがで
きました。実行委員一同で協力し、無事に開催できたこと
を大変嬉しく思います。ご協力くださった関係者の皆様、
ご参加いただいた皆様に心より感謝申し上げます。

南山ゆかたフェス実行委員会 代表   馬場歩果
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（単位：千円）

（単位：千円）

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産売却収入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
当期収入合計
前年度繰越支払資金
収入の部合計

科　目
収入の部

予算額 決算額 差異
11,078,048
688,352
215,395
2,190,548

0
231,435
185,509
268,117

0
1,919,971
2,531,480

 △ 3,167,291
16,141,564
35,588,294
51,729,858

15,370
 △ 6,888
 △ 13,805
 △ 116,848

0
 △ 1,535
 △ 28,261
 △ 18,170

0
139,214
39,253
582,735
591,065

0
 591,065

11,093,418
681,464
201,590
2,073,700

0
229,900
157,248
249,947

0
2,059,185
2,570,733

 △ 2,584,556
16,732,629
35,588,294
52,320,923

人件費支出
　(退職金支出)
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費
資金支出調整勘定
法人本部費配賦額
当期支出合計
翌年度繰越支払資金
支出の部合計

科　目
支出の部

予算額 差異決算額

第3表   2025年度 資金収支計算書 
　　　　　（2025年4月1日から2026年3月31日まで）　

学生生徒等納付金収入  
手数料収入  
特別寄付金収入  
一般寄付金収入  
経常費等補助金収入  
付随事業収入  
雑収入  
教育活動資金収入計  
人件費支出  
教育研究経費支出  
管理経費支出  
教育活動資金支出計  
　　　差引  
　　　調整勘定等  
教育活動資金収支差額
施設設備補助金収入  
　施設整備等活動資金収入計  
施設関係支出  
設備関係支出  
減価償却引当特定資産繰入支出
　施設整備等活動資金支出計
　　　差引  
　　　調整勘定等  
施設整備等活動資金収支差額

  小計（教育活動資金収支差額＋施設整備等活動資金収支差額）
イブ・ハツエ国際交流奨励金引当特定資産取崩収入
長期貸付金回収収入
短期貸付金回収収入
預り金受入収入
貯蔵品売却収入
その他の収入 
　　　　小計
受取利息・配当金収入
過年度修正収入  
その他の活動資金収入計
借入金等返済支出  
イブ・ハツエ国際交流奨励金引当特定資産繰入支出
長期貸付金支払支出 
短期貸付金支払支出 
預り金支払支出
その他の支出
　　　　小計
借入金等利息支出
過年度修正支出
その他の活動資金支出計
　　　差引
　　　調整勘定等
その他の活動資金収支差額

予備費   
法人本部費配賦額   
支払資金の増減額（小計+その他の活動資金
収支差額-予備費-法人本部費） 
前年度繰越支払資金   
翌年度繰越支払資金

科　目 差異

第4表  2025年度 活動区分資金収支計算書
　　　　 （2025年4月1日から2026年3月31日まで）

2025年度決算について

　本学では、「NANZAN BULLETIN」「南山大学概要」「南山大学公式Webページ」において財政状況を公開し、透明性の確保に努めています。今回は、2025
年度決算および2026年度予算の概要について、財務諸表をもとに説明させていただきます。

　第1表の貸借対照表は、年度末時点における資産、負債、純資産（基本金
＋繰越収支差額）の状態を表しています。資産の部では、固定資産のうち有
形固定資産について、近年のキャンパス整備事業により取得した固定資産の

減価償却額が大きく、有形固定資産としては減少となっています。一方で、特定
資産のうち減価償却引当特定資産へ計上した500百万円と、流動資産である
現預金の増加分123百万円、未収入金512百万円等が増加したことが影響し、
資産の部としては195百万円の増加となりました。負債の部は、借入金返済によ
り長期借入金は前年度末より減少しております。
　第2表の事業活動収支計算書では、本学の経営状態が健全かどうかを見る
ための収支状況を表しています。（以下、予算額は補正予算額を指す）
　第2表は3つの活動区分に分かれており、それぞれの区分毎の収支状況を見
ることができます。この3つの活動区分のうち、特別収支を除く、教育活動収支と
教育活動外収支の合計である経常収支により、主な教育研究活動の収支状況
を見ることができます。

　教育活動収支における収入の部では、主に修学支援新制度の対象が拡
大されたことにより補助金収入が予算額に対して116百万円増加したことなど
を受け、140百万円増額となっています。なお、修学支援新制度の補助金は同
額を教育研究経費における奨学金支出として計上しております。
　教育活動収支における支出の部において、人件費、教育研究経費、管理
経費については日々 の支出抑制に努めたこともあり、予算額に対して減少して
おります。
　教育活動収支差額に教育活動外収支差額を足した経常収支差額は
1,581百万円の収入超過となりました。なお、学校法人会計基準の改正を受
け、2025年度より賞与引当金を計上しております。2026年度賞与に向けて人
件費に賞与引当金を計上したうえで、特別収支におけるその他の特別支出に
おいても2025年度賞与支給分を計上しております。経常収支差額と特別収支
差額を合計し、単位間貸借である法人本部費配賦額を差し引いた額である
基本金組入前当年度収支差額は683百万円の収入超過となりました。そこか
ら2025年度実施の施設設備等の支払分と過去のキャンパス整備事業（建物
等取得）で生じた借入金の2025年度返済分を合計した837百万円を基本金
として組入れを行い、結果として当年度収支差額は154百万円の支出超過と
なりました。
　第3表は資金収支計算書であり、本学における1年間の活動に伴う資金の
収入と支出の記録です。第4表は活動区分資金収支計算書で、教育、施設整
備等、その他の3つの活動区分毎に資金収支を見ることができるようにした計
算書です。第4表にある教育活動資金収支は、学生生徒等納付金・補助金・
寄付金などの収入と人件費・教育研究経費支出など、本来の学校教育活動
に係る収入・支出です。その教育活動資金収支は2,027百万円の収入超過と
なっています。施設整備等活動資金収支は、1,026百万円の支出超過となって
います。これは、施設関係支出（199百万円）および設備関係支出（261百万
円）で、B棟、D棟、G30棟、H棟等の無線LANサービスの更新等やJ棟トイレ改
修工事、体育館空調新設工事等の施設設備工事への支払分と第1表の貸借
対照表でも述べたとおり、減価償却引当特定資産繰入支出（500百万円）を計
上したためです。ただし、減価償却引当特定資産への繰入は将来の校舎等
整備に向け特定資産へ計画的に繰入を行っているもので、実際に支払が生じ

ているわけではありません。その他の活動資金収支は328百万円の支出超過
となっており、単位間貸借である法人本部費配賦額547百万円の支出を含め、
南山大学全体では123百万円の資金増加となっています。
　なお、例年南山学園の設立母体である神言修道会から、本学に勤務する
神言修道会会員の人件費節約分として本学への財政支援がなされていま
す。2025年度は総額15百万円弱の援助があり、競争的学内研究費である
パッヘ研究奨励金の原資として充当しました。
　本学における収入構造を財務比率から見ると、2025年度決算では学生生
徒等納付金比率74.9％、補助金比率14.7％となっており、学生生徒納付金と補
助金が収入の大部分を占めています。一方で、支出の部では、人件費、教育
研究経費、管理経費が主な項目ですが、教育研究経費比率が全国平均に比
べて低いことが本学の課題となっています。継続して適正な予算配分を意識
し、教育研究活動の更なる充実に向けて取り組んでまいります。

教
育
活
動
資
金
収
支

決算額予算額
11,078,048
688,352
215,065

330
2,120,332
231,435
265,240

14,598,801
6,968,155
4,021,081
734,702

11,723,937
2,874,864
△ 847,393
2,027,471
70,216
70,216
199,582
261,920
500,000
961,502

△ 891,286
△ 135,549
△ 1,026,836
1,000,636

1,680
24,763

0
2,167,571

0
6,921

2,200,935
185,509
2,878

2,389,322
482,750

51
17,400

0
2,170,909

7,846
2,678,956
38,348
861

2,718,165
△ 328,843

0
△ 328,843

0
547,899

123,893

35,588,294
35,712,187

15,370
△ 6,888
△ 13,805

0
△ 116,848
△ 1,535
△ 15,408
△ 139,113
217,237
323,439
96,916
637,593

△ 776,706
722,167
△ 54,539

0
0

△ 5,307
△ 4,549

0
△ 9,856
9,856

△ 1,682
8,175

△ 46,365
0

△ 3,413
250

48,204
0

△ 5,787
39,254

△ 28,261
△ 2,763
8,230

0
△ 45
7,500
1,750
37,022
△ 6,796
39,431

2
△ 183
39,250

△ 31,020
0

△ 31,020
0

△ 37,860

△ 39,524

0
△ 39,524

（単位：千円）

固定資産   
　有形固定資産  
　　土地
　　建物
　　構築物
　　教育研究用機器備品
　　管理用機器備品
　　図書
　　建設仮勘定
　特定資産  
　　退職給与引当特定資産
　　減価償却引当特定資産
　　南山大学短期留学奨学金引当特定資産
　　南山大学施設設備拡充引当特定資産
　　イブ・ハツエ国際交流奨励金引当特定資産
　　学生緊急支援引当特定資産
　その他の固定資産
　　電話加入権
　　施設利用権
　　長期貸付金
　　差入保証金
　　ソフトウェア
流動資産   
　現金預金
　未収入金
　貯蔵品
　立替金
　前払金
資産の部合計   

科　目
資産の部

2025年度末 2024年度末 増減
37,885,893
34,947,656
9,197,414
18,112,297
973,582
760,628
42,003

5,858,733
2,999

2,788,628
140,000
1,920,000
200,000
400,000
14,448
114,180
149,609
5,297
4,339
55,330
70,200
14,443

36,035,607
35,588,294
331,040
12,058

84
104,131

73,921,499

△ 437,631
△ 930,327

0
△ 781,231
△ 163,692
18,803
△ 9,139
4,931

0
498,371

0
500,000

0
0

△ 1,629
0

△ 5,675
0
0

△ 7,363
0

1,689
633,147
123,893
512,351
1,085
924

△ 5,107
195,517

37,448,262
34,017,329
9,197,414
17,331,066
809,890
779,431
32,864

5,863,664
2,999

3,286,999
140,000
2,420,000
200,000
400,000
12,819
114,180
143,934
5,297
4,339
47,967
70,200
16,132

36,668,754
35,712,187
843,391
13,143
1,008
99,024

74,117,016

第1表   貸借対照表 
　　　　  （2026年3月31日現在）

固定負債   
　長期借入金
　長期未払金
　退職給与引当金
　徴収不能引当金
　長期預り金
流動負債   
　短期借入金
　未払金
　賞与引当金
　前受金
　預り金
負債の部合計   

科　目
負債の部

2025年度末 2024年度末 増減
7,196,654
3,833,180
1,484,755
1,699,584

11
179,123
3,569,995
482,750
290,913

0
2,324,138
472,195

10,766,649

△ 498,119
△ 482,750
△ 78,964
59,607
△ 11
4,000
10,425

0
7,691

414,235
△ 404,163
△ 7,339

△ 487,694

6,698,535
3,350,430
1,405,791
1,759,191

0
183,123
3,580,420
482,750
298,604
414,235
1,919,975
464,856

10,278,955

基本金   
　第１号基本金
　第２号基本金
　第３号基本金
　第４号基本金
繰越収支差額   
　翌年度繰越収支差額
純資産の部合計   
負債及び純資産の部合計   

科　目
純資産の部

2025年度末 2024年度末 増減
57,332,495
51,726,668

0
4,697,827
908,000
5,822,356
5,822,356
63,154,851
73,921,499

837,306
819,294

0
18,012

0
△ 154,096
△ 154,096
683,210
195,517

58,169,801
52,545,962

0
4,715,839
908,000
5,668,260
5,668,260
63,838,061
74,117,016

予備費    
法人本部費配賦額    
基本金組入前当年度収支差額    
基本金組入額合計    
当年度収支差額
前年度繰越収支差額 
基本金取崩額
翌年度繰越収支差額
     

（参考）    
事業活動収入計    
事業活動支出計（※）    
    
経常収入    
経常支出

（単位：千円）

（注）各計算書の予算額は補正予算額。      
　　各計算書および貸借対照表において、金額は千円未満を四捨五入しているため、
　　合計額が一致しない場合がある。     (※）法人本部費配賦額を含む。

（注）各計算書の予算額は補正予算額。      
      各計算書および貸借対照表において、金額は千円未満を四捨五入しているため、
      合計額が一致しない場合がある。      

学生生徒等納付金  
手数料  
寄付金  
経常費等補助金  
付随事業収入  
雑収入  
教育活動収入計  
人件費  
　（退職給与引当金繰入額） 
教育研究経費  
　（減価償却額） 
管理経費  
　（減価償却額） 
徴収不能額等  
教育活動支出計
教育活動収支差額  

科　目 差異

第2表  2025年度 事業活動収支計算書
　　　　 （2025年4月1日から2026年3月31日まで）　　

教
育
活
動
収
支

決算額予算額
11,078,048
688,352
219,838
2,120,332
231,435
265,251

14,603,255
7,025,297
(370,650)
5,237,151
(1,211,707)
905,724
(172,029)

261
13,168,434
1,434,821

15,370
△ 6,888
△ 14,748
△ 116,848
△ 1,535
△ 15,407
△ 140,055
209,281

(△ 36,283)
322,619

(43)
97,923

(0)
△ 261
629,561

△ 769,616

11,093,418
681,464
205,090
2,003,484
229,900
249,844

14,463,200
7,234,578
(334,367)
5,559,770
(1,211,750)
1,003,647
(172,029)

0
13,797,995
665,205

14,873,306
14,190,096

14,788,764
13,206,782

△ 167,227
619,836

△ 168,316
629,563

14,706,079
14,809,932

14,620,448
13,836,345

事
業
活
動
収
入

事
業
活
動
支
出

資産売却差額  
その他の特別収入  
　（現物寄付） 
　（施設設備補助金） 
　（過年度修正額） 
特別収入計
資産処分差額  
その他の特別支出  
特別支出計
特別収支差額     

  

特
別
収
支

0
84,542
(11,149)
(70,216)
(3,177)
84,542
31,377
417,562
448,938

△ 364,397
0

534,376
683,210

△ 837,306
△ 154,096
5,822,356

0
5,668,260

0
1,089
(3,852)

(0)
(△ 2,763)
1,089
△ 41
28,173
28,133

△ 27,043
0

△ 37,860
△ 787,063
△ 10,269
△ 797,332

0
0

△ 797,332

0
85,631
(15,001)
(70,216)
(414)
85,631
31,336
445,735
477,071

△ 391,440
0

496,516
△ 103,853
△ 847,575
△ 951,428
5,822,356

0
4,870,928

事
業
活
動
収
入
事
業
活
動
支
出

受取利息・配当金
その他の教育活動外収入
教育活動外収入計
借入金等利息
その他の教育活動外支出
教育活動外支出計
教育活動外収支差額
経常収支差額

教
育
活
動
外
収
支

185,509
0

185,509
38,348

0
38,348
147,162
1,581,983

△ 28,261
0

△ 28,261
2
0
2

△ 28,264
△ 797,880

157,248
0

157,248
38,350

0
38,350
118,898
784,103

事
業
活
動
収
入
事
業
活
動
支
出

施
設
整
備
等
活
動
資
金
収
支

6,968,155
311,043
4,021,081
735,563
38,348
482,750
199,582
261,920
500,051
2,575,146

0
 △ 312,824
547,899

16,017,671
35,712,187
51,729,858

217,237
 △ 25,862
323,439
96,733

2
0

 △ 5,307
 △ 4,549
 △ 45
41,189

0
 △ 250

 △ 37,860
630,589
 △ 39,524
  591,065

7,185,392
285,181
4,344,520
832,296
38,350
482,750
194,275
257,371
500,006
2,616,335

0
 △ 313,074
510,039

16,648,260
35,672,663
52,320,923

11,093,418
681,464
201,260

330
2,003,484
229,900
249,832

14,459,688
7,185,392
4,344,520
831,618

12,361,530
2,098,158
△ 125,226
1,972,932
70,216
70,216
194,275
257,371
500,000
951,646

△ 881,430
△ 137,231
△ 1,018,661

954,271
1,680
21,350
250

2,215,775
0

1,134
2,240,189
157,248

115
2,397,552
482,750

6
24,900
1,750

2,207,931
1,050

2,718,387
38,350
678

2,757,415
△ 359,863

0
△ 359,863

0
510,039

84,369

35,588,294
35,672,663

2025年度決算・2026年度予算について



（単位：千円）（単位：千円）

科　目

第8表  2026年度 活動区分資金収支予算書
　　　　 （2026年4月1日から2027年3月31日まで）　　

教
育
活
動
資
金
収
支

予算額

施
設
整
備
等
活
動
資
金
収
支

そ
の
他
の
活
動
資
金
収
支

人件費
教育研究経費
管理経費
その他の事業活動支出額
基本金組入額＋当年度収支差額

事業活動収入に対する比率

47.2%
35.2%
6.1%
6.9%
4.6%

2025年度

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産売却収入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
当期収入合計
前年度繰越支払資金
収入の部合計

科　目

収入の部
予算額

第7表   2026年度 資金収支予算書 
（2026年4月1日から2027年3月31日まで）

第5表   財務比率（注）

純資産構成比率
繰越収支差額構成比率
流動比率（※1）
減価償却比率（※2）
総負債比率
負債比率

純資産／（総負債＋純資産）
繰越収支差額／（総負債＋純資産）
流動資産／流動負債
減価償却累計額／減価償却資産取得価額
総負債／総資産
総負債／純資産

↑
↑
↑
～
↓
↓

計算式 評価

貸借対照表関連

85.5%
7.9%

881.5%
53.1%
14.5%
17.0%

86.1%
7.6%

892.4%
55.6%
13.9%
16.1%

（注）評価は、それぞれの大学の特殊性があり一概にはいえないが、一般的には「↑」は数値が高い方がよく、「↓」は数値が低
い方がよく、「～」はどちらともいえないとされている。      
 純資産＝基本金+繰越収支差額      

　　総負債＝固定負債+流動負債      
※1流動比率は流動資産から第3号基本金額を差し引いた額を分子とした。
※2 分子・分母とも図書を除く。      

2024年度

84.7%
7.3%

863.5%
50.6%
15.3%
18.1%

2023年度 2025年度

人件費比率
人件費依存率
教育研究経費比率
管理経費比率
借入金等利息比率
学生生徒等納付金比率
補助金比率
基本金組入率
減価償却額比率

人件費／経常収入
人件費／学生生徒等納付金
教育研究経費／経常収入
管理経費／経常収入
借入金等利息／経常収入
学生生徒等納付金／経常収入
補助金／事業活動収入
基本金組入額／事業活動収入
減価償却額／経常支出

↓
↓
↑
↓
↓
↑
↑
↑
～

比率

比率

比率 計算式 評価

事業活動収支計算書関連

47.5%
63.4%
35.4%
6.1%
0.3%
74.9%
14.7%
5.6%
10.5%

2025年度

50.9%
65.3%
30.8%
6.3%
0.3%
77.9%
10.0%
4.5%
11.4%

2024年度

50.5%
64.8%
31.3%
6.4%
0.4%
78.0%
9.7%
5.5%
11.8%

2023年度

人件費支出
　（退職金支出）
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費
資金支出調整勘定
法人本部費配賦額
当期支出合計
翌年度繰越支払資金
支出の部合計

科　目

支出の部
予算額

7,410,730
(350,139)
4,351,049
802,998
32,983
482,750
19,332
648,024
500,006
2,657,092
29,220

△ 402,255
551,506

17,083,435
35,432,937
52,516,372

学生生徒等納付金収入  
手数料収入  
特別寄付金収入  
一般寄付金収入  
経常費等補助金収入  
付随事業収入  
雑収入  
教育活動資金収入計  
人件費支出  
教育研究経費支出  
管理経費支出  
教育活動資金支出計  
　　　差引  
　　　調整勘定等  
教育活動資金収支差額
施設設備補助金収入  
第２号基本金引当特定資産取崩収入  
その他の引当特定資産取崩収入
施設整備等活動資金収入計  
施設関係支出  
設備関係支出  
第２号基本金引当特定資産繰入支出  
その他の引当特定資産繰入支出
施設整備等活動資金支出計  
　　　差引  
　　　調整勘定等
施設整備等活動資金収支差額
小計（教育活動資金収支差額＋施設整備等活動資金収支差額）
借入金等収入
長期貸付金回収収入
短期貸付金回収収入
預り金受入収入
貯蔵品売却収入
その他の収入
　　　　　　　　 小計
受取利息・配当金収入
過年度修正収入
その他の活動資金収入計
借入金等返済支出  
長期貸付金支払支出  
短期貸付金支払支出  
預り金支払支出  
その他の支出
　　　　　　　　 小計
借入金等利息支出
その他の活動資金支出計
　　　差引
　　　調整勘定等 
その他の活動資金収支差額

予備費   
法人本部費配賦額   
支払資金の増減額（小計+その他の活動資金
収支差額-予備費-法人本部費）   
前年度繰越支払資金
翌年度繰越支払資金   

10,972,535
680,884
195,024

300
2,071,817
246,730
284,596

14,451,886
7,410,730
4,351,049
802,998

12,564,777
1,887,109
△ 20,452
1,866,657

0
0
0
0

19,332
648,024

0
500,000
1,167,356

△ 1,167,356
52,578

△ 1,114,778
751,879

0
11,625
250

2,212,910
0

3,290
2,228,075
140,718

0
2,368,793
482,750
54,000
1,750

2,207,053
1,136

2,746,689
32,983

2,779,672
△ 410,879

0
△ 410,879

29,220
551,506

△ 239,726

35,672,663
35,432,937

予備費    
法人本部費配賦額    
基本金組入前当年度収支差額    
基本金組入額合計    
当年度収支差額    
前年度繰越収支差額    
基本金取崩額    
翌年度繰越収支差額    

（参考）    
事業活動収入計    
事業活動支出計（※）    
    
経常収入    
経常支出

（単位：千円）

(※）法人本部費配賦額を含む。

学生生徒等納付金  
手数料  
寄付金  
経常費等補助金  
付随事業収入  
雑収入  
教育活動収入計  
人件費  
　（退職給与引当金繰入額）
　（賞与引当金繰入額） 
教育研究経費  
　（減価償却額） 
管理経費  
　（減価償却額） 
徴収不能額等  
教育活動支出計
教育活動収支差額 

科　目

第6表  2026年度 事業活動収支予算書
　　　　 （2026年4月1日から2027年3月31日まで）　　

2025年度

教
育
活
動
収
支

予算額

10,972,535
680,884
198,824
2,071,817
246,730
284,597

14,455,387
7,391,758
(331,167)
5,540,015
(1,185,456)
967,418
(164,420)

0
13,899,191
556,196

14,611,106
14,524,532

14,596,105
13,932,174

事
業
活
動
収
入

事
業
活
動
支
出

資産売却差額  
その他の特別収入  
　（現物寄付） 
　（施設設備補助金） 
　（過年度修正額） 
特別収入計
資産処分差額  
その他の特別支出  
特別支出計
特別収支差額     

  

特
別
収
支

0
15,001
(15,001)

(0)
(0)

15,001
25,155

0
25,155

△ 10,154
29,220
537,983
86,574

△ 1,064,100
△ 977,526
4,870,928

0
3,893,402

事
業
活
動
収
入

事
業
活
動
支
出

受取利息・配当金  
その他の教育活動外収入  
教育活動外収入計  
借入金等利息  
その他の教育活動外支出  
教育活動外支出計
教育活動外収支差額

経常収支差額  

教
育
活
動
外
収
支

140,718
0

140,718
32,983

0
32,983
107,735
663,931

事
業
活
動
収
入
事
業
活
動
支
出

10,972,535
680,884
195,324
2,071,817

0
246,730
140,718
284,596

0
2,058,873
2,488,494

△ 2,296,262
16,843,709
35,672,663
52,516,372

47.2%
35.2%

6.1%
6.9%
4.6%

2026年度予算について

　2026年度予算でも教育・研究および課外活動の発展に向け、様々
な事業計画を予算化しております。予算書については第6表、第7表、
第8表をご覧ください。ここでは、予算書からでは読み取りにくい2026
年度に計画している主な事業計画を一部取り上げて説明させてい
ただきます。

１．無線LANサービスの設備更新事業
　A棟、E棟、F棟、G棟、J棟、K棟等を中心に教育・研究活動の快適

な環境構築に向けて無線LANサービスの設備更新を行います。

２．短期留学プログラム参加学生給付奨学金
　2025年度より短期留学プログラムへの参加者に向けて、短期留
学への参加を奨励するため最大100千円を支給する奨学金制度を
設定いたしました。2026年度も対象者に向けて奨学金制度を設け
ております。

３．学生食堂・販売所における特別補助付きランチ企画補助金
　2025年に学生の負担軽減のために、特別補助付きランチ企画を実
施いたしました。2026年度も学生支援の一環として後援会からも援
助を受け、継続して学生に向けて特別補助付きランチ企画を実施い
たします。

　他にも教育研究活動の持続的な活動と更なる発展に向けて多様
な事業を予算化しております。これらの事業についても適正な執行に

努め、2026年度も引き続き健全な財政運営に努めてまいる所存です。
　なお、掲載しております財務諸表につきまして、2026年度予算が3
月に決定されている関係で、前年度繰越収支差額および前年度繰
越支払資金が2025年度決算からの繰越額と一致しておりません。
　本学では、私立大学としての公共性と説明責任を認識し、安定的
な財政基盤の構築に努める所存です。どうかご理解、ご支援のほど、
よろしくお願いいたします。

（大学本部長　下山 裕司）



2026.9.30

　6月27日、フラッテンホールで南山大学後援会定例
評議員会を開催しました。南山大学後援会は在学生
の保護者によって組織されており、当日は理事・評議員
に就任されている役員の皆様のうち159名の方にご
出席いただきました。
　議事においては、（1）2025年度事業報告および決
算報告について、（2）役員の選任について、（3）2026
年度事業計画（案）および予算（案）について審議・承
認され、2026年度は10月3日（土）に第54回 南山大

　2021年4月から皆様にお願いして参りました「南山大学創立75周年記念募金」は、2026
年3月31日をもちまして終了いたしました。
　同窓生の皆様、在学生保証人の皆様、企業の皆様をはじめ、本学教職員等を含む多くの
方 よ々り温かいご支援を賜り、総額70,959,648円のご寄附をお寄せいただきました。皆様か
らのご厚志に心より御礼申し上げます。
　賜りましたご厚志は、2021年度から2025年度にかけて推進した「ライネルス中央図書館
構想」の実現の一環として、図書館リニューアル事業に有効活用させていただきました。本学
は、今年度、創立80周年を迎えます。教育モットーとして掲げる「人間の尊厳のために」のもと
に、来る創立100周年を見据え、教育・研究活動のさらなる充実と、より良い社会の実現に向
けて歩みを進めて参ります。
　今後とも、本学への変わらぬご理解とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

学教育研究懇談会（旧：保護者の集い）を大学と共
催することが決定されました。
　また、本評議員会をもって理事長を退
任される磯崎公一様に、キサラ学長から
感謝状と記念盾が贈呈されました。新理
事長には森圭三様が就任されました。

　7月22日、ホテル名古屋ガーデンパレスで、南山
大学友の会評議員会・総会を開催しました。友の会
は南山大学をご支援いただいている一般および法
人会員によって組織されており、本年7月1日現在の
会員数は一般会員94名、法人会員117法人となっ
ています。
　総会では、(1)2025年度事業報告および決算報
告、(2)2026年度事業計画（案）および予算（案）に
ついて審議され、それぞれ承認されました。議事終了
後、今年度の友の会給付奨学金を受給する外国人
留学生および日本人の派遣留学奨学生も参加させ
ていただき、大原康之友の会会長より奨学生採用

通知書が授与されました。
　今回は友の会創立75周年を記念して、「近代日
本の海外体験ー明治と昭和ー」と題して、本学経
営学部中島裕喜教授による講演会を行いました。
その後の懇親会では、奨学生と友の会会員の皆様
との間で積極的な
交流が図られ、友
の会会員の皆様よ
り多くの温かい励
ましのお言葉を頂
戴しました。

■ 後援会定例評議員会

後援会収支計算書および予算書 （単位：円）

科目 2026年度予算

前期繰越金

入会金

会費

合計
教育・研究活動等支援援助金

　　留学生支援活動援助費

　　教育研究図書援助費

　　履修関係費

　　広報活動援助費

　　課外活動援助費

　　就職指導活動費

　　学食援助企画

後援会活動費

　　教育研究懇談会

　　就職活動援助費

　　広報費

　　事務費

課外活動援助基金積立

予備費

次期繰越金

合計

2025年度決算
収
入
の
部

支
出
の
部

後援会貸借対照表

《基金内訳》

2026年3月31日現在（単位：円）

（単位：円）

借 　方 貸　 方
課外活動援助基金
事故対策基金
次期繰越金
合計

104,711,672

104,711,672

預 金

合計

55,724,604

41,184,063

7,803,005

104,711,672

課外活動援助基金 事故対策基金
前期繰越金
当年度積立金
当年度取崩金
合計

前期繰越金
当年度積立金

合計

41,184,063

0

41,184,063

51,724,604

 4,000,000

0

55,724,604

後援会Webページ
https://www.nanzan-u.ac.jp/Menu/kouenkai/

■ 新任用教員紹介
2026年9月1日付

●外国語学部   
講師 髙内 悠貴
●国際センター   
特別任用講師 中道 有美
特別任用講師  HOU, Tingyu
●外国人留学生別科   
語学講師(別科L.I.) 猪狩 英美
語学講師(別科L.I.) 梅本 佳子
●社会倫理研究所編集員
助教 西本 優樹

2026年9月20日付

●経済学部   
教授 前林 紀孝
2026年7月31日付

●国際センター   
特別任用講師 藤本 純子
2026年5月31日付

●外国人留学生別科   
語学講師（別科L.I.） 小西 知代

■ 退職

7,803,005

2,249,000

190,530,000

200,582,005
178,000,000

(48,000,000)

(60,000,000)

(15,000,000)

(5,000,000)

(33,000,000)

(11,000,000)

(6,000,000)

12,800,000

(2,500,000)

(1,200,000)

(7,800,000)

(1,300,000)

4,000,000

400,000

5,382,005

200,582,005

9,612,075

2,511,000

189,940,000

202,063,075
179,000,000

(43,800,000)

(78,300,000)

(15,000,000)

(5,000,000)

(28,600,000)

(8,300,000)

(0)

11,260,070

(1,998,646)

(1,200,000)

(7,114,195)

(947, 229)

4,000,000

0

7,803,005

202,063,075

発行 広報・募金課／〒466-8673 名古屋市昭和区山里町18  Phone : 052-832-3113（直通）
E-mail : pr-gaku@nanzan-u.ac.jp   https://www.nanzan-u.ac.jp/

■ 友の会評議員会・総会

南山大学友の会会員募集中
　南山大学の教育・研究活動にご支援いただけ
る一般および法人会員を募集しております。
［年会費］一般会員 1口 10,000円  
　　　　 法人会員 1口 50,000円
※何口でもお申込みいただけます。

友の会Webページ
https://www.nanzan-u.ac.jp/tomonokai/

特集 上南戦
10年ぶりの単独総合優勝

第5回 南山大学
「人間の尊厳賞」

■ 寄附者ご芳名

■ 南山大学創立75周年記念募金終了のお礼

「南山大学教育研究支援」へのご協力に
感謝いたします。

宗教法人カトリック神言修道会 
代表役員 サンティアゴ・エドガルド・ジュニア・ラアガス様

株式会社極東精機
代表取締役  北 野　毅様

南山大学同窓会
会長  松 岳大樹様

後藤　悟様

「南山大学創立75周年記念募金」への
ご協力に感謝いたします。

神 谷 信 賢 様
下別府順一 様
中 村 和 夫 様

寺 澤 種 雄 様

「『ほまれはここに我が南山』学生応援募金」
へのご協力に感謝いたします。

道之前好隆 様
松 本 恭 一 様

匿名ご希望者
1名様

匿名ご希望者
4名様

匿名ご希望者
1名様

松 本 恭 一 様

「南山大学博士後期課程奨学支援募金」へ
のご協力に感謝いたします。

匿名ご希望者1名様

「南山宗教文化研究所の研究員奨励基金」
へのご協力に感謝いたします。


